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・本県は，水稲の再生二期作栽培が可能な環境条件下であるが，再生二期作に適した品種や栽培技術は不明
・単収向上，省力化に向け，再生二期作に適した品種や栽培特性及び栽培技術の解明が必要

鹿児島県農業開発総合センター
園芸作物部作物研究室

水稲の再生二期作の収量は，一期作に比べて，３～４割程度。「なつほのか」は「コシヒカリ」に比べて再生二期作栽培に適する。

早期水稲の再生二期作における栽培特性と栽培技術

成果の内容

背景・目的

〇普及対象・範囲
早期水稲に関わる生産者及び技術員

(R07)
注１）３か年（令和４，６，７年度）の平均値
２）（ ）は一期作を100としたときの指数

〇早期水稲栽培終了後，引き
続き再生二期作栽培を行うこと
で，省力的な単収向上を実現

早期水稲生産者の収益の確保

図２ 刈取高さ別再生二期作
の収量・玄米品質
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注１）２か年（令和４，７年度）の平均値
２）品種は「なつほのか」
３）玄米品質は1（上上）～９（下下）

及び10（規格外）

・再生二期作の収量は，一期作の４割以下（図１）
「なつほのか」は，
・再生二期作の収量が「コシヒカリ」に比べて多く，再生二期作栽培に適する（図１）
・一期作収穫時の刈り取り高さは，５cmと20cmで，収量，玄米品質は変わらない（図２）
・再生二期作の収量，品質は，施肥窒素量５kg/10aと7.5kg/10aで差がない（図３）
・再生二期作の施肥時期は，一期作の出穂25日後から収穫当日が適当（データ略）

図３ 施肥窒素量別
再生二期作の収量等

注１）令和３年度の試験結果
２）品種は「なつほのか」
３）一期作の出穂25日後に施用

期待される効果

図１ 収量の比較

（公募事業名）

再生稲生産のための品種特性評価，種子生産等に
おける栽培技術向上対策
スマート技術向けの特性を持つ穀物等品種の開発

＜本情報の栽培条件等＞
• 収量調査は，自脱型コンバインによる

踏圧がない部分を収穫して行った
• 一期作は，成分施用量N：P2O5：K2O=

10：12：13kg/10aを全量基肥で施用

• 再生二期作の栽培期間は湛水条件で
管理した
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